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Calculated MW:26kD;0Observed MW:30-65kD

CD63

CD63;MLAT;TSPAN30;CD63  antigen;Granulophysin;Lysosomal-associated =~ membrane
protein 3;LAMP-3;Melanoma-associated antigen ME491;,0MA81H;Ocular melanoma-
associated antigen;Tetraspanin-30;Tspan-30;CD63
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：膜。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、膜貫通型4スーパーファミリー（テトラスパニンファミリーとも呼ばれる）のメンバーです。これらのメンバーのほとんどは、4つの疎水性ドメインの存在を特徴とする細胞表面タンパク質です。これらのタンパク質は、細胞の発生、活性化、増殖、および運動性の調節に関与するシグナル伝達を媒介します。コードされるタンパク質は細胞表面糖タンパク質であり、インテグリンと複合体を形成することが知られています。血小板活性化マーカーとして機能する可能性があります。このタンパク質の欠損は、ヘルマンスキー・パドラック症候群と関連しています。また、この遺伝子は腫瘍の進行とも関連しています。選択的スプライシングにより、異なるタンパク質アイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2012年4月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	NIH-3T3細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、メンブレンをCD63ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

